
令和２年度第４回 

浜松市障がい者自立支援協議会企画会議会議録 
 

 

１ 開 催 日 時  令和２年１０月２２日（木） 午前１０時００分～１１時１０分 

 

２ 開 催 方 法  Zoom による Web 会議 

 

３ 出 席 状 況   

エリア連絡会名 所属 出席者氏名 

中エリア連絡会 

中障がい者相談支援センター 藤川 晴海 

中区社会福祉課 
飯塚 康敬 

佐藤 真輝 

東エリア連絡会 
東障がい者相談支援センター 玉木 祐次郎 

東区社会福祉課 久野 加津夫 

西・南エリア連絡会 

西・南障がい者相談支援センター 欠 席 

西区社会福祉課 安間 俊弘 

南区社会福祉課 内藤 淳 

北エリア連絡会 
北障がい者相談支援センター 本宮 早奈映 

北区社会福祉課 梶田 和彦 

浜北・天竜エリア連絡会 

浜北・天竜障がい者相談支援センター 今田 将晴 

浜北区社会福祉課 島田 佐栄実 

天竜区社会福祉課 内山 敦子 

 相談支援事業所シグナル 尾関 ゆかり 

事

務

局 

障がい者基幹相談支援センター 

雨宮 寛 

山下 由佳 

松井 亮 

岸 直樹 

永田 貴裕 

障害保健福祉課 生活支援第２グループ 山内 愛美 

 

４ 議 事 内 容    

（１）相談支援部会計画相談ワーキングの今後の取り組みについて 

（２）市協議会研修会の開催について 

（３）その他 

 



５ 会議録作成者  障害保健福祉課生活支援第２グループ 山内 

 

６ 記 録 の 方 法  発言者の要点記録 

           録音の有無  無 

 

７ 会 議 記 録 

（１）相談支援部会計画相談ワーキングの今後の取り組みについて 

＜意見＞ 

・埼玉県蕨市の障害福祉計画ではサービス見込量確保に向けての方策として、市内の介護

保険事業所に対して特定相談事業所の指定を促すなど、サービス提供事業者の拡充を図

ることとしている。ケアマネージャーに支援計画を立ててもらうというよりは、特定相

談支援事業所を増やす取り組みが必要。これについて調査研究をしてはどうか。 

・サポートプランでは焼け石に水であり、特定相談支援事業所が増えていかないと何も変

わらないのではないか。 

・特定相談支援事業所に関しては、先に各法人への働きかけをしていくべき。どこにポイ

ントを絞って働きかけをしていくのかも検討すべき。 

・相談員を研修会で育成した後、どうなっているのか（離職等）経過を追うことも必要で

はないか。 

・計画相談ワーキングにおいて今後のサービス利用見込みが明らかになったため、今後は

その見込量に対応するには何人の相談員が必要になるか数値を出していく必要がある。

各法人で相談員の求人を出しているが、応募がない状況。必要な相談員数が具体的に見

えてこないと、いくら法人に働きかけても状況は伝わらないのではないか。 

・全体的に子どもの数は減っているが、障がい児支援に関してはフォロー体制が整ってき

ていることから、放課後等デイサービス等の利用者が増えている現状がある。障がい児

ケースの成人後も同じ相談支援事業所が担当し続けるのではなく、特定相談支援事業所

や介護保険事業所へバトンタッチしていける仕組み作りが必要ではないか。 

・成人で長期間同じサービスを使い続けている人はサポートプランではなく、セルフプラ

ンにしても良いのではないか。自分で自分のことを考える、エンパワメントのきっかけ

にしても良いのではないか。 

・市としての整備計画をオープンにして、法人に説明をしていくべきではないか。 

・介護保険に関しては、過去にケアマネージャーが足りないと言われていたことはない。

恐らく色々な事業者が参入していったことが理由ではないか。 

・減算対象の事業所が増えているが、福祉サービスを使わなくなる人はどれくらいいるの

か。 

 ⇒（事務局より）計画相談ワーキング調査では、純増で６００人くらい。 

 

 



○サポートプランについて 

＜意見＞ 

・目的の整理が必要ではないか。実施してみたが、余計に大変だったということにならな

いようにしなくてはならない。 

・支援プランは誰が立てるのか。委託センターなのか、家族なのか。もしくは家族が立て

たプランを委託センターがサポートするのか。 

・委託センターが対応するとなれば、特定相談支援事業所が作成する書式で支援計画を立

てるのは負担が大きすぎる。もし対応することになれば、簡易版の計画書を作れないか。 

・委託センターの対応が必要と判断されたケースがスクリーニングの結果、特定相談支援

事業所の対応が妥当と判断されることもあるのではないか。 

・委託センターで一旦引き受けてプランを立てたとしても、特定相談支援事業所へどのよ

うに移行していくのか。 

・そもそも虐待等、対応が大変になるケースは、サポートプランの該当にならないのでは

ないか。 

＜今後の対応＞ 

・今回の意見を受けてワーキング開催に向けて事務局で調整。 

 

（２）市協議会研修会の開催について 

 （事務局より） 

・令和３年２月２日（火）午後に市協議会研修会を開催予定。ホスト会場をあいホール

とし、各区役所を Zoomでつなぐ。Zoom参加と会場参加の両方で対応する。 

 ・プログラム：各エリアの活動報告、シンポジウム 

 ・研修会開催に向けて各エリアで研修会担当者１名の選出をお願いしたい。 

 

（３）各エリア研修会等の開催状況について 

  中エリア：予定なし 

  東エリア：シンポジウム形式で年度末前に開催を検討中 

  西南エリア：こども部会（西）で 10/26に研修会を開催予定 

 北エリア：予算はかけずに研修会を開催予定 

  浜北天竜エリア：10/26意見を伺う会開催予定 

 （事務局より） 

 ・コロナ禍で研修会等の開催は難しい状況ではあるが、対象者を絞る、Zoomを活用する 

等、方法を検討してエリア連絡会として計画を立てて活動を進めてもらいたい。 

 

 ※第５回企画会議 令和２年１１月２６日（木）１０時～ ５１会議室にて 

 


